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小
泉
総
裁
の
任
期
満
了
に
と
も
な
う
自
民
党
総
裁
選
挙
は
、
9
月
8
日
に
告
示
さ
れ
、
9

月
20
日
に
国
会
議
員
・
党
員
・
党
友
に
よ
る
投
票
が
行
わ
れ
る
。
出
馬
が
予
想
さ
れ
た
福
田

康
夫
氏
が
辞
退
を
表
明
、「
麻
垣
康
三
」
の
一
角
が
崩
れ
、
安
倍
晋
三
、
谷
垣
禎
一
、
麻
生

太
郎
の
三
氏
の
争
い
に
な
り
そ
う
だ
。

今
回
の
総
裁
選
挙
は
、
5
年
余
り
続
い
た
小
泉
政
権
の
政
策
を
継
承
し
、
更
に
日
本
の
課

題
に
ど
う
対
処
す
る
の
か
、
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
小
泉
政
権
の
①
官
か
ら

民
へ
、
②
中
央
か
ら
地
方
へ
、
③
政
治
主
導
の
意
思
決
定
、
の
3
つ
の
大
き
な
流
れ
は
誰
が

総
理
に
な
ろ
う
と
も
、
喰
い
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
方
小
泉
構
造
改
革
の
中
で
生
じ

た
中
央
と
地
方
の
格
差
の
解
消
、
競
争
に
負
け
た
人
々
が
再
び
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
の
可

能
な
社
会
の
構
築
、
そ
し
て
国
、
地
方
の
財
政
再
建
は
避
け
て
通
れ
な
い
。
ま
た
、
小
泉
首

故
前
尾
氏
の
墓
前
で
必
勝
を
誓
う

前尾氏の墓前に総裁選への必勝を誓う谷垣財務大臣と同行した二ノ湯議員

谷垣さん、自民党総裁選に出馬谷垣さん、自民党総裁選に出馬

地
元
京
都
の
谷
垣
禎
一
衆
議
院
議

員
が
、
7
月
27
日
に
自
民
党
総
裁
選

挙
に
出
馬
を
表
明
し
た
。
谷
垣
さ
ん

は
、
昭
和
20
年
生
れ
で
、
現
在
61
才

の
男
盛
り
で
あ
る
。
政
治
家
と
し
て

最
も
油
の
乗
り
切
っ
た
頃
で
も
あ
る
。
京
都
出
身
の

政
治
家
で
自
民
党
総
裁
選
挙
に
名
乗
り
を
上
げ
た

政
治
家
と
し
て
は
、
故
前
尾
繁
三
郎
先
生
以
来
で

あ
る
。
前
尾
先
生
は
、
昭
和
43
年
に
総
裁
選
に
挑

ん
だ
が
、
多
数
の
票
を
獲
得
で
き
ず
、
宏
池
会
々

長
の
座
を
大
平
正
芳
氏
に
譲
る
羽
目
に
陥
っ
た
。
京

都
か
ら
の
総
理
大
臣
と
し
て
は
、
谷
垣
さ
ん
と
同
じ

福
知
山
出
身
の
芦
田
均
氏
が
昭
和
23
年
3
月
に
就

任
し
て
以
来
、
絶
え
て
久
し
く
誕
生
し
て
い
な
い
。

安
倍
氏
が
断
然
有
利
な
情
勢
の
中
で
、
谷
垣
さ

ん
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
が
、
見
識
・
人
柄

は
抜
群
の
人
で
あ
る
だ
け
に
、
選
挙
運
動
を
進
め

る
中
で
、
幅
広
い
国
民
の
支
持
が
得
ら
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。
谷
垣
さ
ん
は
政
権
構
想
の
大
き

な
柱
と
し
て
、
ア
ジ
ア
外
交
の
立
て
直
し
、
地
域

の
活
力
復
活
、
財
政
再
建
を
掲
げ
て
い
る
が
、
根

が
真
面
目
な
人
だ
け
に
、
演
説
が
や
や
理
論
的
で

高
尚
な
た
め
、
一
般
国
民
に
良
く
理
解
で
き
な
い

面
も
あ
る
。
も
っ
と
簡
潔
に
わ
か
り
や
す
く
、
自

ら
の
政
策
を
国
民
に
訴
え
れ
ば
、
支
援
の
輪
は
更

に
大
き
く
広
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

8
月
5
日
、
谷
垣
さ
ん
は
右
京
区
嵯
峨
清
凉

寺（
釈
迦
堂
）に
眠
る
第
二
代
宏
池
会
々
長
で
あ

り
、
偉
大
な
指
導
者
で
あ
っ
た
故
前
尾
繁
三
郎
先

生
の
お
墓
参
り
を
し
て
、
墓
前
で
総
裁
選
出
馬
に

つ
い
て
の
報
告
と
や
る
以
上
は
全
力
を
挙
げ
て
頑

張
る
と
決
意
を
誓
っ
た
。

谷
垣
さ
ん
の
健
闘
を
祈
っ
て
い
る
。

恒 心

相
の
靖
国
神
社
参

拝
に
端
を
発
し
た

中
国
、
韓
国
と
の

ギ
ク
シ
ャ
ク
し
た

外
交
関
係
も
回
復

し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
さ
ら
に
、

少
子
高
齢
社
会
に

お
い
て
も
、
国
民

の
納
得
の
い
く
、

持
続
可
能
な
社
会

保
障
制
度
作
り
に

取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。
各
候
補
者

は
こ
れ
ら
の
問
題

に
つ
い
て
大
い
に

政
策
論
争
を
展
開

し
、
国
民
に
各
々

の
思
い
や
決
意
を

述
べ
て
も
ら
い
た

い
。
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京都府丹後土木事務所関技術次長から
説明を受ける二ノ湯議員
（伊根町カマヤ地区で）

二
ノ
湯
議
員
、
大
雨
被
災
地
を
視
察

自
民
党
政
務
調
査
会
琵
琶
湖
総
合
保
全
小
委
員
会　

琵
琶
湖
を
現
地
視
察

6
月
13
日
、
自
民
党
本
部
で
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
近
畿
の
各
府

県
連
に
所
属
す
る
国
会
議
員
に
加
え
て
、
各
府
県

連
の
会
長
、
幹
事
長
、
事
務
局
長
、
府
県
議
会

議
員
団
長
、
政
令
指
定
都
市
議
会
議
員
団
長
ら
も

参
加
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に

国
・
地
方
の
枠
を
超
え
て
団
結
す
る
機
運
が
益
々

高
ま
り
そ
う
だ
。

現
在
の
党
執
行
部
は
、
昨
年
か
ら
、
党
運
営
の

あ
り
方
を
、
従
来
の
派
閥
中
心
か
ら
地
域
ブ
ロ
ッ

ク（
近
畿
、
南
関
東
な
ど
）中
心
へ
と
、
方
針
転
換

を
図
っ
て
い
る
。
従
来
派
閥
か
ら
選
出
さ
れ
て
い
た

党
運
営
を
担
う
党
総
務
会
の
委
員
や
国
会
運
営
を

担
う
国
会
対
策
副
委
員
長
が
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

も
選
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
自
民

党
国
会
議
員
は
、
昨
年
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
勉
強

会
を
開
催（
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
も
17
回
）し
て
き
た
。

総
会
で
は
、
ま
ず
規
約
案
な
ど
が
承
認
さ
れ
、

そ
の
後
、
役
員
が
選
出
さ
れ
た
。
会
長
に
は
、
中

山
太
郎
衆
議
院
議
員（
大
阪
18
区
）、
副
会
長
に
は

伊
吹
文
明
衆
議
院
議
員（
京
都
1
区
）、
事
務
局
長

に
は
北
川
イ
ッ
セ
イ
参
議
院
議
員（
大
阪
）が
そ
れ

ぞ
れ
選
任
さ
れ
た
。
ま
た
、
党
執
行
部
が
年
1
回

の
開
催
を
要
請
し
て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
開
催

を
、
9
月
に
予
定
さ
れ
る
自
民
党
総
裁
選
の
機
運

を
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い
と
の
執
行
部
の
要
請
を

汲
ん
で
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
は
、
8
月
5
日

（
土
）大
阪
市
中
央
公
会
堂
で
開
催
し
た
。

自
民
党
政
務
調
査
会
琵
琶
湖
総
合
保
全
小
委
員

会
は
、
8
月
4
日
、
滋
賀
県
琵
琶
湖
の
現
地
視
察

を
行
い
、
京
都
府
か
ら
は
二
ノ
湯
議
員
が
出
席
し

た
。
今
回
の
視
察
の
目
的
は
、
近
畿
１
４
０
０
万

人
が
水
道
水
と
し
て
利
用
し
て
い
る
琵
琶
湖
の
現

状
と
、
保
全
の
た
め
の
施
策
の
実
施
状
況
を
確
認

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

JR
大
津
駅
到
着
後
、
先
ず
滋
賀
県
琵
琶
湖
・
環

境
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、
近
年
の
琵
琶
湖

水
質
と
生
態
系
の
動
向
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け

た
。
次
に
、
船
に
乗
り
琵
琶
湖
南
湖
沖
で
、
透
明

度
の
計
測
を
見
学
、
そ
の
後
、
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
で
琵
琶
湖
総
合
保
全
小
委
員
会
が
開
か
れ
、

嘉
田
由
紀
子
滋
賀
県
知
事
の
挨
拶
の
後
、
琵
琶
湖

去
る
7
月
25
日
、
イ
ラ
ク
に
派
遣
さ
れ
て
い
た

陸
上
自
衛
隊
の
最
後
の
部
隊
が
無
事
帰
国
し
た
。

イ
ラ
ク
戦
争
後
、
イ
ラ
ク
の
復
興
支
援
に
派
遣
さ

れ
た
陸
上
自
衛
隊
は
、
2
年
間
に
亘
る
サ
マ
ワ
で

の
総
合
的
保
全
施
策
の
実
施
状
況
の
説
明
を
受
け

た
。
京
都
府
に
お
い
て
も
京
都
市
の
ほ
ぼ
100
％
、

そ
し
て
南
部
地
域
の
多
く
の
人
々
が
琵
琶
湖
の
水

の
恩
恵
を
受
け
て
お
り
、
琵
琶
湖
の
保
全
に
つ
い

て
は
真
剣
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

の
活
動
期
間
中
、
一
人
の
犠
牲
者
を
出
す
こ
と
も

な
く
全
員
が
無
事
帰
国
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

れ
に
は
、
２
０
０
４
年
1
月
に
先
遣
隊
長
、
及
び

第
一
次
イ
ラ
ク
復
興
業
務
支
援
隊
長
と
し
て
、
自

衛
隊
の
活
動
の
基
礎
を
築
い
た
、
佐
藤
正
久
一
佐

の
働
き
が
大
き
い
。

帰
国
後
、
佐
藤
一
佐
は
、
福
知
山
駐
屯
地
司

令
、
第
7
普
通
科
連
隊
長
と
し
て
赴
任
し
、
1
年

8
ヶ
月
間
の
在
任
中
、
約
200
回
に
わ
た
る
講
演
を

各
地
で
行
い
、
国
民
に
イ
ラ
ク
復
興
支
援
の
重
要

性
を
説
い
て
回
っ
た
。
陸
自
幹
部
学
校
の
主
任
教

官
へ
の
異
動
を
前
に
、
今
ま
で
の
佐
藤
一
佐
の
苦

労
を
称
え
、
今
後
の
活
躍
を
祈
る
目
的
で
、
7
月

26
日
、「
佐
藤
一
佐
を
囲
む
会
」
が
開
か
れ
た
。

二
ノ
湯
参
議
院
議
員
も
来
賓
と
し
て
招
か
れ
、
佐

藤
一
佐
の
活
躍
を
た
た
え
た
。

梅
雨
前
線
の
活
動
に
伴
い
、
7
月
中
旬
か
ら
降

り
続
い
た
大
雨
が
日
本
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
。
京
都
府
に
お
い
て
も
、
京
丹
後
市
、

伊
根
町
を
中
心
に
被
害
が
拡
大
し
、
土
砂
崩
れ
が

発
生
し
、
京
丹
後
市
で
は
二
人
の
方
が
亡
く
な
ら

れ
た
。

自
民
党
京
都
府
連
で
は
大
雨
災
害
対
策
本
部
を

設
置
し
、
本
部
長
に
二
ノ
湯
議
員
を
任
命
し
、
復

旧
対
策
に
乗
り
出
し
た
。
二
ノ
湯
議
員
は
24
日
に

伊
根
町
お
よ
び
京
丹
後
市
に
入
り
、
各
役
所
で
災

害
状
況
の
説
明
を
受
け
た
後
、
自
治
体
関
係
者
や

地
元
府
市
町
議
会
議
員
等
と
現
場
を
視
察
し
た
。

伊
根
町
で
は
カ
マ
ヤ
地
区
の
国
道
178
号
線
路
面
崩

壊
を
、
京
丹
後
市
で
は
間
人
地
区
の
裏
山
崩
壊
を

目
の
当
た
り
に
し
、
改
め
て
今
回
の
大
雨
被
害
の

大
き
さ
と
早
期
復
旧
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
。
ま

た
、
間
人
地
区
で
は
、
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

大
変
苦
労
さ
れ
て
い
る
住
民
の
方
々
を
お
見
舞
い

に
訪
れ
た
。
二
ノ
湯
議
員
は
、
被
災
地
の
住
民
や

自
治
体
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
早
期
復
旧
が
実
現

で
き
る
よ
う
国
に
強
く
働
き
か
け
る
こ
と
を
約
束

し
た
。

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

滋賀県・漣（さざなみ）琵琶湖環境政策室長
より説明を受ける二ノ湯議員

（「みずすまし2世号」船上で）

佐藤一佐を励ます二ノ湯議員

来賓の挨拶をする
太田房江大阪府知事

（大阪市中央公会堂にて）

佐
藤
一
佐
を
囲
む
会

自民党近畿ブロック
協議会が設立

8月5日、
ブロック大会を開催
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二ノ湯議員、「月刊自由民主」に随筆を寄稿 二ノ湯の苗字について
自
民
党
本
部
よ
り
発
行
さ
れ
て

い
る
「
月
刊
自
由
民
主
」
の
編
集

者
か
ら
［
つ
れ
づ
れ
に
想
う
］
の

欄
に
何
の
テ
ー
マ
で
も
い
い
か

ら
、
軽
い
随
筆
風
の
物
を
書
い
て

欲
し
い
と
い
う
依
頼
が
舞
い
込
ん

だ
。
何
に
つ
い
て
書
く
か
あ
れ
こ

れ
考
え
た
が
、
適
当
な
題
材
が

浮
か
ば
な
か
っ
た
。
恩
師
、
父

親
、
あ
る
い
は
友
人
と
の
思
い
出

な
ど
も
考
え
た
が
多
く
の
方
が
す

で
に
取
り
上
げ
て
お
り
、
少
し
平

凡
す
ぎ
て
気
が
進
ま
な
か
っ
た
。

思
案
し
た
あ
げ
く
に
思
い
つ
い
た

の
が
、
自
分
の
苗
字
で
あ
っ
た
。

珍
名
に
属
す
る
私
の
苗
字
「
二
之

湯
」
の
こ
と
を
書
け
ば
、
多
少

面
白
い
も
の
が
書
け
る
か
も
知

れ
な
い
と
思
っ
た
。
も
と
よ
り

一
七
〇
〇
文
字
と
い
う
制
限
が

あ
っ
て
、
詳
し
い
こ
と
は
書
け
な

か
っ
た
が
、
編
集
者
へ
の
責
任
は

果
た
し
た
。
こ
の
随
筆
は
8
月
号

に
掲
載
さ
れ
た
が
、
編
集
者
の
了

解
を
得
て
、「
え
と
す
」
に
掲
載

す
る
こ
と
に
し
た
。
多
く
の
人
々

に
私
の
苗
字
の
ル
ー
ツ
を
知
っ
て

も
ら
え
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

「
変
わ
っ
た
名
前
で
す
ね
」、「
こ
ん
な
珍
し
い
名

前
初
め
て
で
す
」、「
ど
こ
の
ご
出
身
で
す
か
」、「
ど

こ
か
の
温
泉
と
関
係
が
あ
る
ん
で
す
か
」、「
実
家
は

お
風
呂
屋
さ
ん
で
す
か
」
等
々
、
名
刺
を
交
換
す
る

度
に
相
手
側
か
ら
、
こ
ん
な
言
葉
が
発
せ
ら
れ
る
。

言
わ
れ
て
み
れ
ば
、
私
の
名
前
は
確
か
に
変
わ
っ

て
い
る
。
誰
も
苗
字
と
は
思
わ
な
い
。
戦
時
中
、
父

親
が
山
陰
地
方
に
出
張
し
、
城
崎
温
泉
に
宿
泊
し

た
。
泊
ま
っ
た
宿
屋
は
「
一
の
湯
」
と
い
う
。
宿
帳

に
記
名
を
求
め
ら
れ
、
父
親
が
「
二
之
湯
正
義
」
と

書
く
と
旅
館
の
番
頭
さ
ん
が
、「
お
客
さ
ん
、
冗
談

し
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
た
そ
う
だ
。
そ
こ

で
、
父
親
が
名
刺
を
出
し
て
、
よ
う
や
く
納
得
し
た

と
い
う
笑
い
話
が
あ
る
。

し
か
し
、
三
重
県
の
私
の
田
舎
は
二
之
湯
姓
ば
か

り
。
し
か
も
小
学
校
時
代
は
、
友
達
同
士
互
い
に
名

前
を
呼
び
合
っ
て
い
た
の
で
、
二
之
湯
姓
が
珍
し
い

な
ど
と
は
、
中
学
校
で
の
あ
の
出
来
事
が
起
こ
る
ま

で
は
意
識
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
昭
和
三
十
二
年
五
月
、
三
重
県
の
小
学
校

を
卒
業
し
、
京
都
市
の
中
学
校
に
転
校
し
て
初
め
て

の
音
楽
の
授
業
の
こ
と
で
あ
る
。
先
生
は
、
私
が
教

科
書
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、「
君
の
名

前
は
」
と
た
ず
ね
た
。「
二
之
湯
で
す
」
と
答
え
る

と
、
先
生
に
「
何
？
」
と
聞
き
返
さ
れ
た
。
再
び

「
二
之
湯
」
を
巡
っ
て
の
押
し
問
答
の
末
、
と
う
と

う
し
び
れ
を
切
ら
し
た
先
生
か
ら
、「
黒
板
に
名
前

を
書
き
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
。
私
が
名
前
を
書
く

と
、「
け
っ
た
い
な
名
前
や
な
あ
」
と
笑
わ
れ
た
。

も
ち
ろ
ん
教
室
の
生
徒
達
も
先
生
と
一
緒
に
な
っ
て

笑
っ
た
。
私
は
そ
の
時
初
め
て
「
二
之
湯
」
と
い
う

名
前
が
、
変
わ
っ
た
珍
し
い
名
前
で
あ
る
こ
と
を
思

い
知
ら
さ
れ
、
大
変
恥
ず
か
し
い
思
い
を
し
た
。

私
た
ち
一
家
が
引
っ
越
し
て
き
た
昭
和
三
十
年
代

前
半
、
京
都
市
内
に
は
二
之
湯
姓
は
私
の
一
家
し
か

な
く
、
郵
便
物
も
「
京
都
市
・
二
之
湯
」
だ
け
で
も

届
い
て
い
た
。
そ
れ
ほ
ど
「
二
之
湯
」
は
珍
し
い
名

前
で
あ
っ
た
。
さ
す
が
に
現
在
で
は
、
人
の
移
動
範

囲
が
広
く
な
っ
た
の
で
、
愛
知
県
・
岐
阜
県
・
茨
城

県
、
遠
く
は
岩
手
県
に
も
二
之
湯
姓
が
見
ら
れ
る
。

そ
れ
で
も
全
国
で
七
十
七
世
帯
し
か
な
い
。
電
話
で

問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
方
達
の
ル
ー
ツ
は
、

い
ず
れ
も
三
重
県
い
な
べ
市
員
弁
町
宇
野
で
あ
っ

た
。子

供
の
頃
、
父
親
に
「
ど
う
し
て
二
之
湯
と
い
う

名
前
を
つ
け
た
の
か
」
と
た
ず
ね
た
こ
と
が
あ
る
。

父
親
は
「
ど
う
せ
う
ち
の
先
祖
は
百
姓
や
か
ら
、
明

治
時
代
に
な
っ
て
適
当
に
誰
か
が
つ
け
た
の
や
ろ
」

と
言
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
か
ら
十
数
年
前
、

田
舎
で
親
類
の
法
事
が
あ
り
、
そ
の
席
上
で
古
老
が

「
江
戸
の
末
期
、
こ
の
あ
た
り
に
二
番
目
の
た
め
池

が
で
き
た
。
そ
の
た
め
池
に
ち
な
ん
で
二
之
湯
と
し

た
ら
し
い
」
と
解
説
し
て
く
れ
た
。「
湯
」
と
い
う

字
は
地
名
に
用
い
ら
れ
る
と
川
・
泉
な
ど
水
の
意
味

も
表
す
と
い
う
文
献
も
あ
り
、
な
る
程
と
思
っ
て
い

た
。
そ
れ
以
降
、
私
は
古
老
の
話
を
二
之
湯
姓
の
由

来
と
信
じ
、
名
前
に
つ
い
て
た
ず
ね
ら
れ
る
と
、
い

つ
も
そ
の
話
を
し
て
い
た
。

今
か
ら
四
年
前
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
長
男
が
「
二

之
湯
家
」
の
ル
ー
ツ
を
探
ろ
う
と
私
に
言
い
だ
し

た
。
息
子
の
殊
勝
な
考
え
に
共
鳴
し
、
さ
っ
そ
く
出

掛
け
た
。
田
舎
に
住
む
い
と
こ
は
、
二
之
湯
の
名
前

の
由
来
に
つ
い
て
、
昔
古
老
か
ら
聞
い
た
、
あ
の
話

を
繰
り
返
し
た
。
そ
の
い
と
こ
が
、
そ
う
言
え
ば
と

案
内
し
て
く
れ
、
近
所
の
薬
師
堂
に
行
く
と
、
縁
側

に
年
季
の
入
っ
た
鐘
が
下
が
っ
て
い
る
の
を
見
つ
け

た
。
そ
の
鐘
を
よ
く
よ
く
み
る
と
江
戸
時
代
、
二

之
湯
姓
の
人
が
寄
進
し
た
こ
と
が
刻
印
さ
れ
て
あ
っ

た
。
さ
ら
に
数
日
か
け
、
あ
ち
こ
ち
廻
っ
て
み
る

と
、
村
の
氏
神
で
元
和
九（
一
六
二
三
）年
に
建
立
さ

れ
た
棟
札
に
、
ま
た
「
二
之
湯
姓
」
を
見
つ
け
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
二
之
湯
と
い
う
名
前
が
百
姓
町
人

に
名
前
が
許
さ
れ
た
明
治
以
降
で
は
な
く
、
江
戸
時

代
初
期
か
ら
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
さ
ら
に
、
信

長
の
丹
後
平
定（
一
五
七
八
～
九
年
）の
古
文
書
に

「
二
之
湯
姓
」
が
出
て
く
る
と
聞
き
、
舞
鶴
の
関
係

者
に
調
べ
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
現
時
点
で
は
見
つ

か
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
有
楽
町
の
歴
史
好
き
な
寿

司
屋
の
主
人
が
、
自
分
の
読
ん
だ
徳
川
家
康
に
関
す

る
本
の
中
に
、
た
し
か
に
二
之
湯
と
い
う
名
前
が
出

て
き
た
と
教
え
て
く
れ
た
。

そ
ん
な
こ
と
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
四
百
年
以

前
か
ら
「
二
之
湯
姓
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
二
之
湯
と
つ
け
た
の
か
、
そ

の
由
来
は
判
ら
ず
じ
ま
い
で
あ
る
。
昔
、
著
名
な
民

俗
学
者
の
池
田
弥
三
郎
先
生
か
ら
「
湯
」
の
つ
く
三

文
字
の
名
前
は
、
な
か
な
か
由
緒
あ
る
名
前
だ
と
褒

め
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
さ
あ
、
恥
ず
か
し
が

ら
な
い
で
、
誇
り
を
持
っ
て
、
こ
の
名
前
と
付
き

合
っ
て
い
こ
う
。

え
っ
、
二
之
湯
？

参
議
院
議
員　

二
之
湯
智

え
っ
、
二
之
湯
？

参
議
院
議
員　

二
之
湯
智

つ
れ
づ
れ
に
想
う
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・日　　時：8月27日㈰　（小雨決行）
・出発時刻：午前9時（時間厳守）
・集合場所：阪急洛西口駅
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ヌ高島屋→市バスターミナル解散

● �今回は、阪急洛西口駅から涼を求めて木陰の多い竹林公園・
遊歩道を歩きます。
暑い時ほど思いっきり汗を流し、夏を乗り切りましょう。多

くのご参加をお待ち致しております。
● 代表世話人　北村好司郎　☎075-313-8758
　　　　　　　　　　（当日）090-1140-4964

第162回
みんなで歩こう湯歩会 歩

く
こ
と
は健康
の
基
本

第161回
みんなで歩こう湯歩会（参加者55名）

JR保津峡駅にて

一
、
や
っ
ぱ
り
彼
女
が
犯
人
だ
っ
た
の
か
と
い
う

思
い
。
秋
田
県
の
畠
山
鈴
香
容
疑
者
が
、
自
分
の

娘
を
殺
し
て
い
た
。
何
故
、
娘
を
殺
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
自
分
の
気
儘
な
生
活
の
た

め
に
娘
が
邪
魔
に
な
っ
た
の
か
。

一
、
先
日
、
谷
垣
財
務
大
臣
に
同
行
し
て
、
久
し

振
り
に
前
尾
繁
三
郎
先
生
の
墓
参
り
を
し
た
。
先

生
没
後
25
年
、
い
ま
だ
に
節
目
に
な
る
と
、
有
力

な
政
治
家
が
先
生
の
墓
前
に
頭
を
垂
れ
る
。
先
生

の
遺
徳
の
大
き
さ
を
改
め
て
知
る
。

一
、「
A
級
戦
犯
の
靖
国
合
祀
」
に
、
昭
和
天
皇

が
強
い
不
快
感
を
示
さ
れ
た
と
新
聞
に
大
き
く
報

道
さ
れ
た
。
首
相
の
靖
国
参
拝
に
反
対
の
人
々
は
、

そ
れ
を
錦
の
御
旗
に
分
祀
論
を
声
髙
に
叫
ぶ
。
終

戦
記
念
日
に
な
る
と
い
つ
も
靖
国
問
題
が
や
か
ま

し
く
な
る
。
こ
の
こ
と
を
外
国
に
利
用
さ
れ
な
い

よ
う
に
警
戒
す
べ
き
だ
。

一
、
今
年
の
梅
雨
は
非
常
に
長
か
っ
た
。
そ
し
て

大
雨
が
各
地
に
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し
た
。
全

く
夏
ら
し
い
感
じ
が
し
な
い
ま
ま
、
夏
が
過
ぎ
去

る
感
じ
だ
。
そ
れ
も
地
球
温
暖
化
の
影
響
の
一
つ

か
も
知
れ
な
い
。

一
、
栗
東
市
内
で
の
新
幹
線
の
新
駅
凍
結
を
掲
げ

て
、
隣
の
滋
賀
県
で
女
性
知
事
が
誕
生
。
か
な

り
進
ん
で
い
る
工
事
を
ど
う
し
て
中
止
さ
せ
る
の

か
。
難
し
い
問
題
で
あ
る
。

一
、
京
都
市
会
出
身
の
議
員
と
し
て
、
京
都
市
政

の
動
向
は
気
に
か
か
る
。
最
近
の
相
次
ぐ
職
員
の

不
祥
事
は
ど
う
し
た
こ
と
か
。
少
し
職
員
の
不
祥

事
が
多
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。
大
阪
市
を
笑
っ

て
は
い
ら
れ
な
い
。

一
、
先
日
の
プ
ロ
ボ
ク
シ
ン
グ
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級

の
試
合
は
、
ど
う
ひ
い
き
目
に
見
て
も
、
亀
田
選

手
が
劣
勢
で
あ
っ
た
。フ
ェ
ア
で
あ
る
べ
き
ス
ポ
ー

ツ
に
関
係
者
の
思
惑
が
入
っ
て
は
絶
対
い
け
な
い
。

京丹後市の発展を誓う二ノ湯議員と中山市長

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「え
とす」の発行をはじめ、二ノ湯さとし
の政治活動をご支援いただける会員
を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と
主張にご賛同いただき、ご入会下さ
いますようお願い申し上げます。

新政経懇話会　年会費　1万円
入会申込・お問い合わせ先

二ノ湯さとし事務所
☎075-315-2228

7
月
14
日
、
自
民
党
京
丹
後
支
部
峰
山
分
会

（
吉
浪
芳
郎
分
会
長
）に
所
属
す
る
党
員
7
名
と
中

山
京
丹
後
市
長
が
参
議
院
会
館
の
二
ノ
湯
事
務
所

を
来
訪
し
た
。
こ
の
日
の
主
な
目
的
は
、
地
元
国

会
議
員
の
事
務
所
を
訪
問
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
問

題
に
つ
い
て
意
見
交
換
す
る
こ
と
。
一
行
は
、
谷

垣
財
務
大
臣
の
紹
介
で
首
相
官
邸
を
見
学
し
た

後
、
二
ノ
湯
事
務
所
を
訪
れ
た
。

二
ノ
湯
議
員
と
は
、
来
年
の
統
一
地
方
選
挙
、

参
議
院
選
挙
、
自
民
党
総
裁
選
挙
の
行
方
、
そ
し

て
地
元
丹
後
地
域
の
振
興
な
ど
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
。

京
丹
後
支
部
も
、
他
の
地
域
支
部
と
同
様
、
自

民
党
員
の
減
少
が
目
立
つ
た
め
に
、
出
来
る
限
り

党
員
の
拡
張
を
は
か
り
た
い
と
決
意
を
示
し
て
い

た
。
な
お
、
そ
の
五
日
後
の
7
月
19
日
、
丹
後
地

方
に
降
り
続
い
た
大
雨
の
た
め
、
丹
後
町
間
人
で

二
人
の
方
が
土
砂
崩
れ
の
犠
牲
と
な
ら
れ
た
。
そ

の
二
人
は
事
務
所
を
訪
問
さ
れ
た
峰
山
分
会
の
幹

事
長
で
あ
る
藤
原
邦
夫
氏
の
奥
様
の
父
親
と
姉
。

藤
原
幹
事
長
に
心
か
ら
お
悔
や
み
申
し
上
げ
、
お

二
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

京丹後市長と自民党京丹後支部役員
二ノ湯事務所を訪問

事務所休暇のお知らせ
後援会の皆様、いつも暖かい
ご支援をいただき、誠に有難
うございます。平素、事務所
は、月曜日から土曜日まで執
務致しておりますが、来る13
日～ 16日の間は、お盆休みを
とらせていただきますので、ご
案内申し上げます。

二ノ湯さとし事務所


